
分の順,地位(T)の場合は,第2主成分,第3主成分,第1主成分の順となった。よ

って,いずれの地位Rおいても,下刈的な作業,間伐的な件業を多くすれば,4Vは 

増加傾向にあると思われる。 -

又,地位(±),地位(下)の標準偏回帰係数のちがいをみると,地位・(_!：)では,下刈 

的なものが高く,地位(下)では間伐的なものが髙くでていた。

⑹今後残された問題点について ,,

以上⑴〜(5)まで,述べてきたわけであるが,ここで,今後考えられること,そのために必 

委なことを述べておくと,まず,資料の眼備があげられる。本報告では,高知営林局管内の 

人工林138例を選んだわけであるが,資料数が少なく,持に多変な解析的な解法をはかる 

には,資料数が若干,不足であった。また更に人工林以外の天然林の施業方法についても, 

検討してみる必要があると思われるが,そのための頓料が不足しており,検肘が困孙であっ 

た。次に,作業という面に目を向けてみると,もう少し詳しい動作的な基本研究が必要であ 

ると思われる。また,作業は単独’作業でなく,集団作業なので,集団的に動く人間の行動を 

つかんでいく必妾があると思われる。以上,今後に残された問題点をあげてみた。

野その生態と分布に関する調査
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野その生態と分布に関する調査

！試験担当者

北海道支場烏獣研究室 通口輔三郎

関西支場昆虫研究室 桑畑 勤

保您部烏獣科長 上田明一

I!試験目的

野旦防除の面からみて,野鼠の発生数を抑えることが出来る造林手法を模策するために,森 

林生態系の中における野鼠の生態分布に関する基礎資料を得んとするものである。

このために調査地の設定にあたっては,これまでの北見営林局管内の野鼠の発生状況と被害 

状況とか参考にされた。北見営林局管内のエゾヤチネズミの発生は管内の西側の中央背梁山系 

よりに多く,束側の方で少ないという傾向があることから,エゾヤチネズミの発生の多い白滝 

営林培と発生の少ない小清水営林署とがえらばれた。

また,近年,中央山系の高山地带に,エゾヤチネズミの亜?ifi的存在で問楚になっているミヤ 

マムクゲネズミの生態と高地造林地の被害との関係を明らかにする必要があり,白 '滝営林署の 

高地がこの目的の•調査地としてえらばれた。

本報告に先だち,•調査のために御便宜,援助を下された北見営林局造林課,元月舘健課長・ 

岡沢博係長,平井新技官をはじめ担当区の方々および,参考資料を提供下さった旭川営林局造 

林課,元山本顕一課長,川原田卓課長,末武辰雄係長,村田敏宏係長に感謝の意を表する。

n!調査方法と得られた成果

調査方法

北見営林局管内で通常行われている造林施業によって,変遷する林相状態の中で,ネズミの 

生態分布をみようとするものである。その林相として取り上げられたものは,天然林,伐採跡 

地,造林地(筋刈)と保残带の4つの景観的植生である。小清水営林署ではこれらの4植生が 

えらばれたが,白滝営林署では保残帯はなく,3植生とムクゲネズミを対象として高地の造林 

地が昭和5 0年より追加された。

これらの各植生地のネズミの生息数調査のために,1〇机間隔,2列10行の方形区にわな
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を仕かけ,3日間の捕獲作業による捕獲ネズミ敬から生忠状態を比較検討することにした。わ 

なは捕殺式のものである。

黑査時期は原則的に6,8,1〇月の年3回とし,昭和4 9年より51年までの3カ年実施した。

小清水営林署の調在区は砥草原担当区の413林班の4つの林相に設けられ,白滝営林署で 

奥白滝担当区の8 8林班の3つの林相と,同担当区の6 6林班の海抜7 5 0 m付近の造林地に 

高地のネズミ分布をしらべるための調査区が設けられた。

調査結果

植生別生息数

昭和4 9 , 5 0 , 51年の各6 ,7,8,1〇月の両営林署における各i凋套区の捕獲ネズミ 

数を示すと表1のようである。

’表1.各種林相における各種ネズミ生息数

⑴小清水営林署砥草原担当区管内

ご天然林」
保残带 採伐跡地 造林地

ヤチ ヒメ アカ ヤチ ヒメ アカ ヤチ ヒメ アカ ヤチ ヒメ アカ

49

年

6月 〇 10 〇 〇 5 〇 3 3 〇 〇 4 〇

8月 3 9 〇 〇 9 〇 2 3 〇 1 3 〇

10月 〇 3 〇 3 2 1 〇 3 4 〇 4 〇

50

年

6月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8月 〇 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 〇

10月 〇 2 〇 1 1 〇 ・〇 1 1 〇 〇 〇

5 1

年

6月 〇 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8月 〇 2 2 1 3 1 〇 1 1 〇 4 1

10月 〇 1 1 1(1) 3 2 4 2 3 〇 5 1

—5 〇—

⑵白滝営林署奥白滝担当区管内

天然 林 伐採跡地 造林地(低地) 造林地(高地)

ヤチ ヒメ アカ ヤチ ヒメ アカ ヤチ ヒメ アカ ヤチ ヒメ アカ

4 9

年

6月 1 6 〇 2 〇 〇 1 〇 〇

8月 3(1) 4 1 15⑵ 4 2 1 5 〇 〇

10月 8 20 2 〇 〇 3 5 6 1

.5 〇 6月 0 2 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇

年
9月 1 8 1 〇 1 〇 〇 1 〇 8 〇 〇

6月 〇 10 1 3 〇 4 8 1 3 3 11 〇 3

年

8月 5 19 8 4 1 〇 2 4 5 3 27 9 1

10月 2 〇 4 4 2 3 3 3 2 1 7 3 1

ヤチ。エゾヤチネズミ 

ヒメ =ヒメネズミ

アカ==エゾアカネズミ

()=ミカドネズミ

白滝営林署管内の飢査区は小清水のものにくらべ,エゾヤチネズミ,ヒメネズミ,アカネズ 

ミの3種とも捕獲数が多くみられ,中央山系よりにネズミ数の多いことを示している。両署の 

調査区に共通していえることは,エゾヤチネズミは4 9年に捕獲数が多く,5 〇年にはいちじ 

るしく少なく,51年はやや捕獲数が回復している。これらの捕獲数が示す生息数は4 9年, 

5 0年,51年における全道的な発生状況と一致するものであり,とくに5 〇年は全道的に発 

生予察調査が行われて以来の最低の生息状況であったとみられている。

植生別下草の状況

ネズミの生息条件として,下草は食性上!E要である。このため下草の現存揪調査を行なった。 

表2は小淸水営林署,白滝営林署の各調査区の林相別の調査結果である。

年度によって,多少の相違はみられるであろうが,各林相の下草組成状況を示している。 

小、淸水営林署における天然林,保残带はクマイザサをおもな林床草本とし,それにツタウルシ, 

オシダ,マイヅルソウなどがあり,クマイザサは保残带にとくに多い。伐採跡地はこの植生状 

態が破壊され,キク科の草本,ノレイヨウショウマなどの侵入が多くなっている。

-5 1-



表2.各種林相における林床草木の現存句:(各区2カ所)

⑴小清水営林署管内

サンブル番号

6月植生現存量 8月植

1
:

2 1 i

保残帯

クマイザサ

マイヅルソウ、

カラマツソウ

シ ダ)

1,6809

11
35

クマイザサ

マイヅルソウ！

スゲ類:
•

1

900タクマイザサ
\

イラクサ
80

ツタウルシ Z
•ンダ類’

1,30 0

合 計 1,7 1 5 1 980 1,3 0 0

伐採跡地

ョブスマソウ 

フ キ

イラクサ 

マイヅルソウ 

ルイヨウショウマ

他・

900

880
1

50

4 0

15

65

ハンゴンソウ

ニワトコ

ハケジョウナ

他

690

260

no

70

アザミ

スゲ類

フキ)

クマイザサノ

- •

1,1 0 0

230

330

合 計 1,9 5 0 1,1 3 0 ' 1,6 6 0

造林地

クマイザサ

マイヅルソウ、

スゲ類'

エンレイソウ

シダ類ノ

ユリ類ノ

1,3 7 〇

135

クマイザサ

ツタウルシ・ヽ
\

エンレイソウ

マイヅルソウ/ 

ノレイヨウショウマ

630

ノ

210

クマイザサ

ツタウルシ・

1,3 0 0

200

合 計 1,5 0 5 840 1,5 0 0

天然林

クマイザサ

ツタウルシ、 

マイヅルソウノ

220

180

クマイザサ

ツタウルシ、

マイヅルソウ/

47 0

3l 〇

クマイザサ

ツタウルシ、 

マイヅルソウ丿

35 0

30

合 計 400 780 一ー竺2一

—5

生現寿量 !〇月植生現存批

2 1 2

クマイザサ

シダ類

1,6 0 0 9
1

クマイザサ

イラ•クサ 、ヽ

スゲ類)

シダ類/

1,6 8 0 9

50

クマイザサ

1
1

940 9

1,6 0 0 1,7 3 0 940

ョブスマソウ

クマイザサ

スゲ類、
ヽ 

シダ類\ 

イラクサ ノ

マイヅルソウ/

830

250

シ ダヽ
スゲj 

フッキソウ/

270

クマイザサ

シダ類、 

コウゾリナ丿

1

170

70

1,。 8 0 -270 240

クマイザサ

スゲ類、 

ツタウルシノ

1,1 0 0

60

クマイザサ

スゲ類、

シダ類丿

1

2,。 0 0

7 〇

クマイザサ

シダ類

780

4 〇

1,1 6 0 2,。 7 0 820

クマイザサ 

ツタウルシ 

マイヅルソウ

4 00

60

20

クマイザサ 480 クマイザサ 790

I I 480 1
1 t ； 480 7 9 0.
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白滝営林署における調査区では全般的にクマイザサが繁茂し,伐採跡地には他の草本の侵入 

がみられるも,小清水のようにキク科草本類の侵入は多くない。地形的にみて,クマイザサの 

丈と密底がことなる。これは勾配がかなり急峻なために,場所によってはササが倒れたように 

なり草丈がのびているためで・ちり,このような所のササは低密度となっている。

造林地は伐採跡地よりササの繁茂がすすみ次第にキク科植物の侵入草本を瞄するが,筋刈 

造林地ではなお刈り筋に侵入草本が残っている場合が多い。また造林地にはかん木類が刈り残 

し筋に植栽木と同様に成長している場合が多い。

繁殖状況

ネズミの秋季の大発生の予測は,現在では,春から夏にかけての短期的なネズミの繁楚経過 

と生息数の増減傾向から判断する方法がとられている。その繁殖率の標徴となるのは,雄では 

睪丸,貯梢のうの肥大,萎痛,雌は姙娠,子宮肥大,乳房の発逹などである。これらの標徵傾 

向を個体群においてしらべ,緊殖の上昇,下降傾向と生風数の推移倾向から,通常生息数のピ 

ークに達する秋季の生息数の予測を行うものである。

本調査において(ま,これらの発生経過を解析的にしらべるには,捕獲数カ渋なく資料が十分 

ではないが,昭和4 8年,4 9年の1〇月における白滝営林署の捕獲ネズミからみると,次の 

ようである。

! 〇月は,その年の繁殖期がほぼ終る月であり,この月の繁殖率の多少が越冬生息数を左右 

する。この1〇月上旬のエゾヤチネ・ズミの個体群の月令構成をみると図Iのようである。
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1974 6 1974 9凶 1973 ?1973 a

図】白滝営林署におけるI〇月上旬の
エゾヤチネズミの個体群構造

a ：越冬,b : 5月生れ•c : 6月生れ 

d : 7月生れ,e : 8月生れ»

f:9月生れ

1°月は,昨年生まれで越冬し,なお生き残っている個体と,当年の春から夏にかけて生ま 

れた個体によって構成されている。秋期には,これらの中で若令個体の繁殖率の如何によって, 

その年の個体数が飛躍的に増加するかが決まる。,その1〇月の当年個体の繁殖活動をみると図 

2のようである。
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図白滝営林署における10月上旬の

当年個体の繁殖活動(左:6 ,右:2 )



昭和4 8年と4 9年の线殖活動にちがいがろられる。雄と雄の両方に-共通していることは, 

4 9年は4 8年より繁殖活動がはやく休止している。すなわち,雄では未成熟と睪丸萎縮個体 

で占められ,性成熟の個体がみられない。また,碓では,姙娠個体よりも経産個体の比率が多 

く,春生まれの若令個体の大部分がすでに繁彌を休止している。このことから,4 8年の方が 

おそくまで繁殖期があり,夏生まれの若令個体のかなりの数が繁殖に加わったことになる。

4 9年の早く繁殖期の終ったことが,5 〇年の異常に少ない発生の一因ともみられる。

ミヤマムクゲネズミの分布

エゾオチネズミとミヤマムクグネズミとを識別するための手がかりは上0の第3臼歯の歯紋 

によらなけれぱならない。

白滝営林署における各担当区の各種の高度別に捕獲したネズミの中で,ミヤマムクゲネズミ 

の捕獲数と全捕獲ネズミの中で示す捕獲率を示すと表3のようである。

表3 ミヤマムクゲネズミの分布(1 9 7 4年10月)

調 査 地 海抜高
ミヤマムクゲネズミ 

の 捕 獲敬

ミヤマムクケネズミ‘* 
の捕獲率倒

白滝担当区 5 00 m 〇 〇

下白滝担当区 400 〇 〇

上白滝担当区 500 〇 〇

支湧別担当区 700 〇 〇

奥白滝担当区(6 0林班) 7 5 0 5 27.8

〃 (64林班) 750 8 
______________________ 4 0.0

海抜7 〇 〇秫以下ではミヤマムクゲネズミの捕獲がみられず,管内でもかなりの高所に生息 

していることがうかがえる。

エゾヤチネズミとミヤマムクゲネズミとが外観上一見して区別がっきに< く ,両者の生態的 

な相違点までも追究することは困難に思われる。そわほどに両者は高地において混在し,似た 

生活様式を行うように思われる。これについては,今後の研究にまちたい。

考 察

捕獲教は少ないけれども,本調査における林相別のネズミの生息,分布状態について,従来 

より研究されてきた各種ネズミの生態分布を参考に考察してみる。
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小清水以林堰

エゾヤチネズミは肖・草を主众とするあ食性ネズミで,その食物となる下草の種類とその垃カぐ 

ホ耍な生息条件の一つとなる。下草でとくにクマイザサ群落は,エゾヤチネズミの食物となる 

芽,タケノコが豊嗇であり,群落内には落剰芭が厚く,巣穴を堀るのに適し,営巣上好都合な 

所が多く,繁茂している群落は天敵の眼よりのがれるのに役立ち,また,日照,温度,降雨な 

ど気,象のはげしさを緩和するなど生息地としてきわめて有利であり,冬期間も,ササの強い茎 

科；は積‘!;・の支えとなり,積,下の行動を容呂にしている。これらの生息条件としての有利なク 

マイザサ群落は,エゾヤチネズミの分布をみる上で注目すべき下草である。

以上の点から,保残带には全面的に,造林地には筋残し部分に,クマイザサが繁茂し,エゾ 

ヤナネズミの良好な生息地となっている。伐採跡地など林床がみだされた所では,キク科草本 

の侵入がみられる。キク科草本はエゾヤチネズミによく食べられる。しかし,この草本群落は 

営巣条件,天敵からの保渡などについてクマイザサ群落より劣る。また,夏期は,これらの草 

本はよく繁茂し,その現存量も多く,ネズミ数の包容能力も高いが,降尙後はこれらの草本は 

枯れ,その現存氏：は急速に低下している。

天然林は高木のうつ閉によって,クマイザサの被度は低く,壬ゾヤチネズミの良好な生息地 

でなく,その数はさほど多くならない。

アカネズミ届に属するヒメネズミ,エゾアカネズミは種実,動物質などを食べ,宵草ほそ 

れほど食べないし種実は堅果,漿果,毬果,翼果など樹木や草本の種実である。動物質は, 

昆虫の幼虫,成虫などで・ある。•これらの食物痢林に多い。このためアカネズミ類您森林に多く生息 

し,森林性のネズミとされている。ヒメネズミは,下草のほとんどない森林にも生息している 

所から,下草の依存度は低いようにみうけられる。しかし,アカネズミ類の中でもアカネズミ 

は,ヒメネズミほど森林性の傾向は強くなく,2次林,灌木林など草原性をそなえた林福にも 

よく出現する。

本調査地では,上木の多い天然林,造林地,保残带には当然,このアカネズミ属が生息して 

しかるべきと思われる。伐採跡地は,他の林相より少し数は少ないが,捕獲されている。食物 

となる種実,昆虫などがあるためと思われる。

白滝営林署

小清水営林署の林相の下草と対比して考察を進めるため,両者における下草の現存虽を図示 

すると図3のようである。
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エゾヤチネズミの生息条件とじて良好なクマイザサ群落が,やはりどの舰区においても優 

勢している。伐採网:地では,小淸水!ておけるよりも»はるかKクマイザサが他の草本よりょく 

繁茂している。小淸水の伐採跡地では,ササ以外の草本が多いため食物となる草本の現存拍:の 

季節変化がはげしいが,白滝のそれはクマイザサが大半を占めるので,エゾヤチネズミにとつ 

ては安定した生活条件といえる。天然林のササは,陽光量が多いため,その繁茂が小清水の天 

然林の林床よりも多いようである。造林地では,ササの量は小清水とさほと変らない。

このようなクマイザサの繁茂状態であるので,造林地,伐採跡地,天然林のいずれの林相«Z 

おいても,エゾヤチネズミは生息している。中でも伐採跡地,アカエゾマッ造林地は,天然林 

よりもいくらか生息数が多い傾向がみられる。

森林性のアカネズミは,天然林はいうに及ばず,アカエゾマッ造林地,伐採跡地においても 

潮木類がかなりあるため,アカネズミ風が多く生息している。アカネズミはヒメネズミよりも 

絶対数が少ないのが通例であるが,当地ではアカネズミが相対的に多いのは特策すべきこと 

である。

両営林署管内では,50,51年度ともに,全般にエゾヤチネズミ故が少ない。全般的にみ 

て,この2年間にネズミ数カ吵ないのは,この両署にかぎったことでiまないが,それにもかか 

わらず,白滝の方が,小清水よりもいくらかネズミ数は多いようである。

この点前述の考察からみても,食物,営巣条件となる下草の現存证などの点からみて,とく 

に小清水が白滝に有意な相違があるとは見受けられない。この点について,発生虽：を左右して 

いるものは,地域的な耍素,すなわち気象,気候的なものがネズミの繁殖率などに影卿を与え 

ているように・考えられる。そのことを暗示する資料について言及してみたい。

各営林局は担当区において,年3回の定期予察を行なっている。このときに,調査地の環境 

条件が記載されている。旭川営林局管内における4 8年度における予察調査資料にもとづいて, 

造林地および造林地周辺のエゾヤチネズミの生息數とそれぞれの環境要因の果す影醬を,数材: 

化⑴による多変奇！:解析によってスコアーで示すと図4と図5のようである。
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樹種造林地面積

図4 旭川営林局管内におけるエゾヤチネズミの生息条件のスコア(造林地)
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広葉樹(成)
所属署のネスミ故

旭HI営林局管内におけるエゾヤチネズミの生息条件のスコア(造林地の周辺)図5
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樹高針葉樹(右籌)
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本資料は,数拉化⑴による多変量解析を目的として,未然に環境要因のカテゴリー化を行な 

ったものでなく,不備な点はいなめない。しかし,環境变因のネズミの生恩数に及ぼす影徭を 

相対的にみることが出来る。

造林地におし、ては,もっとも意味のあるのは周辺のネズミ数であり,これに比して林床処理, 

下刈回数,下草蛍などは要因としてあまり大きいスコアーを示していない。

造林地の周辺は天然林の場合・が多く,森林におけるエゾヤチネズミの生息条件をみることが 

出来る。また,林床草本の生息条件スコアーもみることが出来るが,これらの要因よりも,要 

因として組み入れられた調査担当区の所属署のネズミ数に,もっとも大きく関係している。こ・ 

の所属署のネズミ教は,調査地の近隣地域のネズミ数を示すもので,植生,地形などの要因よ 

りも,その地方全般を支配している共通的な気候要因などの影切の方が大きいことを暗示する 

ものである。

この気候に関する諸要因の解析を行うには,白滝と小清水のみならず全道的な資料にもとづ 

く解析を必要とする。

以上を要約して,植生毁観をエゾヤチネズミと閔係のある下草(クマイザサ,その他草本) 

とアカネズミ,ヒメネズミと関係のある上木を模式的に保残带,伐採跡地,造林地J天然林に 

ついて図示すると図6のようである。それらの植生地における各碰のネズミの一般的な優占度 

の基準を示すと,エゾヤチネズミは,保残带メ林地辛伐採跡地>天然林 となり,アカネズ 

ミ類は,保残带=天然林3林地>伐採跡地であるが,アカネズミはヒメネズミより絶対数は 

少ない。小淸水の幡地では,,造林地のエゾヤチネズミの数が,一般的な傾向より少ないとみら 

れる。

—6 6 —
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森林施業上からみて,植栽木の加害猷であるエゾヤチネズミは,草本群落に優占することか 

ら,皆伐による草原化はエゾヤチネズミの好個の生息地を供しているといえる。このため,皆 

伐造林は宿命的に鼠害の可能性を負っている。現在の皆伐造林の施業体系において,筋刈りの 

残り幅の割合を少なくすることが,生息数の包容能力を低める唯一の手段と考えられる。

IV今後残された問題点

本調査の目的であった野鼠防除を考慮した造林手法を得るための野鼠の生態と分布啊査は, 

単なるー,二の卷林署管内を対象としたものでは,解決のつかない問焼であったと思われる。 

冋ー管内でも,ネスミの発生散の多少が地域によ・って,仞年同じ傾向をとる現集は,もっとマ 

クロ的な視野,例えば全道を対象とし,その地域別の特色をつかみとるよ5な方法でなければ 

解決がつきそうもない。

また,野鼠防除上,造林方法を考えるには,従来とられてきた造林方法を用いて,どのよう 

な被害発生が起きたのかという被害解析カ行われ,それにもとづいた上で,実験的な造林方法 

力験討される必要がある。

このような解析を行うのに,複雑な因子のからみ合っている生物現象を対象とするかぎり, 

1～2例の調査でもって事にあたるのは無理なものといえる。これらの点から,今後,全道的 

な規模における資料収集により,従来の造林方法,防除方法による被害解析やネズミ数発生の 

要因解析を行うべきと考える。
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山火事跡地の病虫害防除


